
 

  

 

 

 

 

 

 

●各班、これまでの研究成果を報告しました 

７月２５日（火）、人文科学・社会科学・国際学の３分野に分かれ、各班が作成したポスターを用いて報告会を行

いました。 

金沢大学の小浦寛先生、福井大学の遠藤貴弘先生、公立小松大学の小原文衛先生を助言者に迎え、多くの

建設的なアドバイスを頂きました。生徒同士での質疑応答も充実したものになり、互いに刺激しあえる良い機会に

なりました。今後の研究がより一層充実したものになることが大いに期待できそうです。 

（以下に報告会で使用した各班のスライドの一部とテーマ設定の動機、研究方針を紹介します。） 

 

人文科学Ａ班：「奈良時代の人口の分布・推移から見る地方と都」 

  

 

人文科学Ｂ班：「自殺の捉え方について」               
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石川県立小松高等学校 ＮＳＨ担当  

テレビタレントの自殺に対してネット等で

はいろいろなコメントがあった。そこから自

殺には捉え方次第でいろいろな意味づけ

ができると考えた。 

実際に人がなぜ自殺するのかを調べるこ

とは難しい。しかし、文学作品における自

殺は作者の伝えたい自殺が描かれ、自

殺の様々な捉え方を収集できると思った

ので研究テーマにした。 

人口の推測値をもとに最古の都である平

城京の人口と外交の要所であった太宰

府、同時期に大幅な人口増加を見せた

南関東の人口を比較して古代における畿

内の重要性を調べる。 

また、現代は国の中心が畿内から関東へ

移動しているので、畿内に関して現代と

古代の違いについて探究する。 



 

人文科学Ｃ班：「年中児に人気がある絵本について」 

  

人文科学Ｄ班：「笑いはストレスにどう影響するのか」 

 

   人文科学Ｅ班：「インバウンド観光における成功戦略」 

  

人文科学F班：「日本の幸福度を上げる」 

 

 

 

ＭＢＴＩとストレス解消の関係を調べようと

思っていた。しかし、ＭＢＴＩの先行研究は

少なかった。そこでストレス解消に焦点を

当てると笑顔が効果的であるという先行

研究が見つかったので調べることにした。 

初めにストレスを与え、その後に笑いを喚

起することでストレスがなくなるのかを調べ

る。面白いと感じて顔が自然と笑顔になる

ことを笑いと現状では定義している。 

心理学に興味があり、近年増加傾向にあ

る精神病から「幸せとは何か？」について

考えたいと思った。 

日本は幸福度における寛容度のランキン

グが低い。(World Happiness Reportより) 

そこで寛容度の一つの基準である寄付を

日本人はどのくらいしているのか？    

どうすれば沢山するようになるのか？ 

この研究を通して考えていく。 

困難や敵を乗り越える描写がある絵本に

研究対象を絞り、それを乗り越えるために

重要となるものは自分自身の成長か、仲

間との協力かを考える。多くの絵本を読ん

で分類し、物事を乗り越える描写を一部

変更した絵本を実際に４歳児に読み聞か

せ感想を聞く。 

課題を探す過程で、観光に興味を持った。

調べを進める中でインバウンドという言葉

を知った。そこで、日本におけるインバウン

ド観光に対する取り組みを追求することに

した。インバウンドの増加に成功している

地域について、事例をあげ、その要因につ

いて調べ、インバウンド観光の成功戦略に

ついて考える。 



 

社会科学G班：「技能実習制度の廃止によって日本における外国人労働者の労働環境は改善されるのか？」 

 

社会科学H班：「松高生の「幸福」とは何か」 

  

国際学I班：「アメリカの戦争から紐解く国民性の変遷」 

 

 

 

 

 

小松高校生は何をもって幸せと考えている

のか研究する。 

2020年度のユニセフの研究によれば、日本

の若者、特に高校生は世界に比べて幸福度

が低い。私達、小松高校生も同じような傾向

が見られるか明らかにしたい。 

技能実習制度とは、本来は外国から技

能実習生を招き、技術を学ばせる制度を

指す。しかし、雇用側が実習生を「便利で

安い労働力」と認識し、制度を悪用してい

る側面は否めない。現状は実質的な目的

が労働力確保になっていると考える。 

外国人が正常に働くことのできる環境づく

りが急務ではないだろうか。       

国際関係について興味がある者が集まった。

特に国際対立・紛争に注目した。各国の国

民性や価値観の違いが、それぞれの対立や

紛争の原因なのではないかと考えた。また、

国民性は対立・紛争ごとに変化していると考

えた。そこでアメリカを対象に対立・紛争ごと

の国民性の変遷を研究する次第である。 



 

国際学J班：「他国と比べて日本がLGBTQ+を受け入れられていないのはなぜか」 

 

 

今後の予定 (変更になる可能性もあります) 

９月２６日（火）～２７日（水） 関東ヒューマンセミナー 

１.目的  首都東京で政治経済の中心業務を担う公的機関や幅広く国際的な活動を展開している機関や企業

を訪ねることにより 生徒の視野を広げ、将来日本の中心的な役割や国際的な立場を担うことについ

て考えさせることを目的とする。 

２.参加者 ２年生 人文科学コース（２１Ｈ） 男子１４名 女子２６名  計４０名 

３.旅程（予定） 

第１日目  ９月２６日（火） 
 
小松空港集合6:45 

（ＡＢ班）日本銀行     東京大学 

小松発 → 羽田空港 →                      →（昼食）→ 東大Fair Wind企画・学内見学  → 宿所へ 

 7:40    8:50   (ＣＤ班）朝日新聞本社         14:00                   17:00       18:00 

                                                 宿所（機山館） 

で本校卒業生と懇談 
 

第２日目  ９月２７日（木） 
 
          （Ａ班）外務省 

宿所発 → （Ｂ班）東京証券取引所 →（昼食）→  羽田クロノゲート → 羽田空港 → 小松空港 

9:00 （ＣＤ班）野村総合研究所                 （ヤマト運輸）  15:45 17:05    18:05 

       9:25               14:00      15:30            小松空港解散 
                                                           

 

2018年、ある衆院議員の「LGBTは生産性が

ない」という発言に疑問を持った。そのような

考えを持つ人がいることに驚いたからだ。日

本はあまりLGBTQ+に関して理解が進んでい

ない国だろうか、という問いを立て、日本でLG

BTQ+に対する理解度を高めるにはどうすべ

きか研究していく。 


